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地域農業情報紙
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農業委員会では遊休農地の発生防止・解消等を目的に、８月下旬から９
月末までの期間中、農業委員と農地利用最適化推進委員による「農地パト
ロール」を実施し、前年度に把握した遊休農地が解消されているか、新たに
遊休化した農地はないかなど農地の状況を確認します。　　　
その際に農地内に立ち入ることやお話を伺うこともありますので、ご理解

とご協力をお願いします。また、現在耕作していない農地（不作地等）があ
る方は年間を通して草刈り・耕起を行うなどの適正な管理をお願いします。
なお、遊休農地が確認された場合は、今後の利用について「農地利用意向調査」を実施いたしま

すのでご回答くださいますようお願いいたします。 　

近年、全国各地で頻発している農作物の盗難被害が、鹿角地域でも発生して
います。皆さんの大切な農作物を守るため、防犯対策の徹底をお願いします。

※鹿角地域農産物盗難防止パトロール実行委員会では、農作物の盗難を未然
に防止するため、盗難防止パトロールを実施しています。 

鹿角市の「ガバメントハンター」は、深刻化する熊被害に対
応するため市が独自に採用した「鳥獣被害対策専門員」の通
称です。ボランティア頼みの体制から一歩踏み出し、行政がプ
ロを雇用することで迅速なパトロール
や効果的な捕獲体制の構築、熊との接
触を未然に防ぐための様々な対策をと
ることを目指しています。地域の安全を
守る最前線で活躍する人材として先駆
的な取り組みです。

• 放置果樹を伐採したり、収穫後の農作物や果実の残さは適
切に処理してください。

• 収穫物の収納庫に入り込んで捕食することがあるため施錠
などの対策を講じることや、米ぬか、ガソリン、混合油なども
適切に処理しましょう。

• 電気柵の設置はクマの侵入には効果的ですが、まずは果樹
園の除草や、周辺に緩衝地帯を設けるなど、適切な管理を
してください。また、放任果樹の伐採整理を行うことも効果
的です。

農業従事者の平均年齢が67歳と言われる中で、20代の畜産農家は地域でも極めて貴重な存在です。勇翔
さんは「やる気があれば知識は後からついてくる」と、力強く前を向いています。「牛と共に生きる道」を道を選ん
だのは、ごく自然な流れでした。高校生の頃から「将来は自分も牛をやるんだろうな」と漠然と考えていたといい
ます。その思いは揺らぐことなく、岩手県立農業大学校で畜産を2年間学び、卒業後すぐに家業に入りました。
現在は、祖父、祖母、父、母と共に、家族5人で経営を支えています。栗山家の最大の特徴は、繁殖から肥育まで
を一貫して行う「繁殖・肥育一貫経営」です。自分たちの手で人工授精を行い、生まれた子牛をそのまま肉牛（肥
育牛）として出荷するまで育て上げる、非常に手間と技術を要するスタイルです。
現在の担当は、主に繁殖牛25頭と子牛の育成です。大学で最新の理論を学んできた勇翔さんですが、実際の
現場では、長年の経験を持つ祖父の言葉に助けられることも多いといいます。
この仕事の最大の魅力は、やはり「命の誕生」に立ち会えることだと勇翔さんは語ります。自分で人工授精を
行い、お腹の中で育て、無事に生まれてきた瞬間は、何年経験しても深い感動と安堵に包まれます。市場で買っ
てきた牛を育てるよりも、自分の家で生まれ、育てた牛が市場で高い評価を受けたとき、その達成感は格別で
す。優秀な親牛の血統を見極め、次の世代へと繋いでいくそのプロセスは、まるで競走馬の世界のような奥深さ
があります。
「畜産農家には休みがない」という古いイメージを、勇翔さんは自らのスタイルで塗り替えています。同じ大学
で出会った奥様と共通の趣味を楽しむことやプライベートの時間を大切にすることで、多忙な農作業への活力
を養っています。
現在、栗山家では葉タバコや米の栽培も行う多角経営を維持していますが、勇翔さんの視線はさらに先を見据えています。将来的な目標は、牛
舎を拡大し、「牛一本」で経営を安定させることです。それは単なる規模拡大ではありません。いつか自分の子供が農業に興味を持ったとき、「無
理なく、1からスタートできる土台」を整えておきたいという、親心にも似た使命感からくるものです。
「農業は、自分でやればやるほど成果が出る仕事」と勇翔さんは言います。若者が減りゆく現状を寂しく思いながらも、自らが楽しみ、挑戦し続
ける姿を見せることで、地域を、そして和牛の世界を盛り上げようとしています。
栗山勇翔さんの歩みは、農業を「ただの家業」ではなく、自らの手で未来をデザインできる魅力的な「キャリア」として提示してくれています。

次世代を担う農業者を目指す方に、農業経営に必要な知識・技能を習得するために研修を実施し、地域農業の優れた担い手
を育成します。
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秋彼岸の需要を迎える
シンテッポウユリ

農業を憧れの職業へ 29歳が牛と歩む理由
栗山 勇翔（ゆうと）さん

※各種研修の申
請様式はＱＲ
コードよりご
覧ください。

令和９年度新規就農研修生募集!担い手を
育成します

就農予定時まで原則50歳未満で研修終了後に確実に農業経営者
として自立を目指す者。

2年間
（令和９年4月～令和11年３月までの24か月間）

◆県内各試験場（農業・花き・畜産）
　※市内では「かづの果樹センター」があります。
◆市内先進農家・農業法人等

◆就農準備資金（国補助金）対象者：月額137,500円
◆上記以外：月額100,000円（市外の試験場は月額125,000円）

申請時60歳未満の方

市内先進農家・農業法人等

6ヵ月～12ヵ月　　
（令和9年4月～令和10年3月）
月額10万円

令和8年10月30日（金）令和8年10月5日（月）

秋田アグリフロンティア育成研修 鹿角市新規就農者研修

申請書類を提出していただきますので、お早めにご相談ください。

応募資格

研修場所

研修期間

奨励金額

申込期限

農地パトロール」及び
「農地利用意向調査」の実施について

農業委員会事務局の
窓口時間が変更になります

大切な農作物をみんなで守りましょう 今年もやります!!
第24回かづの畜産まつり

安全を守るため最前線で活躍しています ◆果樹被害の防止！

令和8年10月から窓口受付時
間が午前９時から午後４時
30分（１時間１５分の短縮 ただし中間
管理機構は午後４時まで）となります。
ご利用の皆様には大変ご不便を
おかけしますが、ご理解ご協力の
ほどよろしくお願いいたします。

と き 令和８年10月18日（日）
ところ 秋田県畜産農業協同組合
 鹿角支所 周辺• 収穫物を園地に放置しない

• ハウスや小屋の鍵をかける
• 盗難に使用されそうな道具はこまめに片付ける
• 柵やネットなど侵入しにくい環境を作る
• 防犯カメラ、センサーライトなどの防犯グッズを設置する

●今年も楽しいイベントを企画！
かづの牛をはじめ八幡平ポーク

などの特産品の販売。
もちろん、大人気のBBQもあるよ。

※詳しくは10月初旬の新聞折り込みを見てね‼

ＪＡかづのからのお知らせ

問 本店（融資課）　23-2159　　十和田支店　35-2072
※農林水産省の予算上限に達した場合は取扱を終了いたします。

最長5年間実質負担金利

5年間保証料実質負担
保証料助成により

ポイント①

ポイント②

さらにJAバンク
利子補給の併用で

2026年7月21日時点。基準金利及び利子補給率は問い合わせください。
上記金利は借入当初5年間のものです。6年目以降は県利子補給後の金利が適用されます。

金利イメージ金利イメージ

実質金利
県利子補給
（1.25％）利用で０

農業経営の資金はJAかづのにお任せください！農業経営の資金はJAかづのにお任せください！
令和８年度　農業近代化資金• ハウスを新設して生産を拡大したい

• 農機具を更新して作業効率を上げたい
• 畜舎を増築して飼養頭数を増やしたい
  など…

ゼ
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JAバンク利子補給で

1.95% 0%3.00%

問 鹿角市農業振興課 経営強化対策班　TEL30-0241

問 鹿角市農業農村支援機構　TEL30-0276

問 鹿角市農地林務課 鳥獣対策班　TEL30-0264

問 農業振興課ブランド作物推進班　TEL30-0243 問 秋田県畜産農業協同組合鹿角支所 TEL25-311
 農業振興課ブランド作物推進班 TEL30-0243

問 鹿角市農業委員会事務局 TEL30-0283
 農地中間管理機構 TEL30-0244


